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鳥取市の人口

　男　：  93,173人　［-750］

　女　：100,409人　［-556］

合　計：193,582人［-1,306］

世帯数： 77,085　  ［-411］
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鳥取市役所　
 0857ー22ー8111㈹
 0857ー20ー3040

〒680ー8571
（郵便物は郵便番号と課名のみで届きます）
本 庁 舎　尚徳町116番地　
第二庁舎　上魚町39番地
駅南庁舎　富安二丁目138番地4

各総合支所　

国府  0857ー39ー0555
福部  0857ー75ー2811
河原  0858ー76ー3111
用瀬  0858ー87ー2111
佐治  0858ー88ー0211
気高  0857ー82ー0011
鹿野  0857ー84ー2011
青谷  0857ー85ー0011鳥取市ホームページアドレス　

http://www.city.tottori.lg.jp/
音声読み上げなどの支援機能があります

ホームページ抜粋版
（携帯電話対応アドレス）
http://www.city.tottori.lg.jp/mobile/

編集・発行
鳥取市企画推進部秘書課広報室

 0857ー20ー3132

発行／平成25年5月1日

印刷／日ノ丸印刷株式会社
電子メール　
kouhou@city.tottori.lg.jp

とっとり市報 No.1033

今月の表紙

工事中の駅前太平線シンボルスクエア
この空間の愛称を選んでください！

　市道駅前太平線（駅前〜太平線交差点）約 150 ㍍の区
間は、「自然に人が集まる魅力的な空間づくり」を目的
に、開閉式大屋根や芝生広場などの整備が進んでいます。
現在、工事の約８割が完了しており、７月７日（日）完
成。駅前太平線スクエアの管理者となる新鳥取駅前地区
商店街振興組合は、昨年 10 月からこの空間の愛称を募集。
市内外から 1800 件を超える応募があり、その中から 10
作品が、愛称の候補として選ばれました。
　愛称は、この 10 作品の中からみなさんの投票により
決められます。投票期間は５月 20 日（月）まで。鳥取
大丸や市役所本庁舎、駅南庁舎などに投票箱を設置しま
す。また、商店街組合のウェブサイトからも投票を受け
付けています。
　中心市街地活性化の起爆剤として期待が高まるこの空
間にふさわしい愛称を、みなさんの手で選んでください。
問い合わせ、申し込み先
新鳥取駅前地区商店街振興組合（〒680-0822 今町 2 丁目 211）
  0857-23-5550　  http://www.eki.or.jp/
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長　

３
月
23
日
に
鳥
取
自
動
車
道
（
鳥
取

道
）
が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
の

努
力
で
実
現
し
た
も
の
で
、
非
情
に
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
開
通
後
の
状
況
や
効

果
を
お
伺
い
し
ま
す
。

田
中　

全
線
開
通
後
の
交
通
量
は
１
日
あ
た

り
１
０
０
０
台
程
度
増
え
、
す
で
に
大
き
な

変
化
が
出
て
い
ま
す
。
関
西
方
面
へ
の
移
動

時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と
で
、
例
え

ば
、
朝
ど
れ
野
菜
な
ど
、
市
場
価
値
の
高
い

も
の
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

企
業
進
出
の
面
か
ら
も
大
き
な
効
果
が
あ
り

ま
す
。
高
速
道
路
料
金
が
不
要
な
の
で
、
輸

送
コ
ス
ト
の
面
で
非
常
に
有
利
で
す
。
リ
ス

ク
分
散
の
観
点
も
含
め
て
鳥
取
県
東
部
へ
立

地
す
る
企
業
も
急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。

無料の鳥取自動車道全線開通の効果と課題

Vol.14鳥取市を語る

地
域
に
親
し
み
や
す
い
道
路

市
長　

今
年
は
、
砂
の
美
術
館
第
６
期
展
示

や
全
国
都
市
緑
化
と
っ
と
り
フ
ェ
ア
が
行
わ

れ
ま
す
。
自
動
車
で
来
ら
れ
る
方
が
多
い
の

で
、
鳥
取
道
を
行
き
来
す
る
人
が
増
え
て
、

社
会
経
済
的
な
効
果
は
、
計
り
知
れ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
道
路
に
よ
る
交
流
人

口
の
増
加
を
最
大
限
に
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
期
待
や

予
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は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

田
中　

新
直
轄
方
式
で
、
列
島
を
横
断
す
る

高
速
道
が
全
線
開
通
し
た
の
は
、
全
国
で
も

最
初
に
な
り
ま
す
。
鳥
取
道
は
、
旧
因
幡
街

道
沿
い
に
あ
り
、
無
料
だ
か
ら
料
金
所
が
な

く
、
乗
り
降
り
自
由
で
す
の
で
、
宿
場
町
な

り
地
域
を
楽
し
み
な
が
ら
い
く
こ
と
が
で
き
、

観
光
に
適
し
た
道
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
鳥
取
道
か
ら
降
り
て
地
域
の
施
設
を
使

う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
作
っ
て
お
り
、
地

域
に
親
し
み
や
す
い
高
速
道
路
と
言
え
ま
す
。

課
題
解
決
に
向
け
て

市
長　

鳥
取
道
の
課
題
に
つ
い
て
、
お
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

田
中　

鳥
取
道
は
、
片
側
１
車
線
な
の
で
、

朝
の
通
勤
時
な
ど
に
ど
う
し
て
も
渋
滞
が
発

生
し
や
す
い
状
況
で
す
。
今
後
、
こ
の
課
題

が
解
決
で
き
る
よ
う
整
備
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点
か
ら
、

山
陰
道
な
ど
の
整
備
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

一
日
も
早
く
残
さ
れ
た
課
題
の
解
決

を
図
り
な
が
ら
、
全
国
の
高
速
道
路
網
の
完

成
が
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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す
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□
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所
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□
対
談
日
　
平
成
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年
３
月
29
日
（
金
）
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